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既存工法 改修時のエ法（S3S工法） 

シート防水 

着色仕上げ 

下地：ALC板 

合成高分子系ルーフイングシート防水 

S-F2 

仕 様 書 

1 エ事件名：健軍154号建物屋根防水改修工事 

2 エ事場所：熊本県熊本市東区東町1-1-1 陸上自衛隊 健軍駐屯地 

3 エ事概要：本工事は、当該建物の既設屋根防水の改修を実施するものであり、塗膜防水等に必要な高圧洗浄、 

下地調整、昇降用足場の設置、既設配管架台撤去新設まで実施する。 

4 -般共通事項 

(D 本工事は本仕様書によるほか、国土交通省大臣官房庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編） 

現行版」 「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）現行版」及び関係諸法規を遵守して実施するものと

する。 

(2） 本仕様書は、図面に記載なき事項については監督官と調整し、当然実施すべき事項は、請負業者の負担に

において実施するものとする。また、作業上軽微なもので当然必要と思われる事項についても同様とする。 

(3） 請負業者は契約後速やかに作業実施日の調整を監督官と行い、エ程表等を提出して監督官の承認を受ける

ものとする。 

(4） 本工事に使用する材料は検査官の検査を受け、承認されたものを使用する。 

(5） 施工中の安全確保には十分に留意して現場管理を行うと共に、火災等の災害及び事故に注意する。また、 

必要に応じて養生等の処置を行うものとする。 

(6） 隊員もしくは部外者等に損害を与えた場合、又は施設等を破損した場合で、その原因が本工事に関わると

認められた場合、請負業者が補償及び賠慣の責を負うものとする。 

(7） 本工事の完成に際しては、当該工事に関する箇所の清掃及び片付けを実施する。 

(8） 本工事により発生した産業廃棄物等は、請負業者の責任において駐屯地外へ搬出し、適切に処分するもの

とする。また、金属類等の発生材については、駐屯地内の監督官の指示する場所に集積する。 

(9） 本工事においては、原則として電気及びエ事用水の官給はないものとする。駐屯地用電力及び給水を使用

する場合は監督官、と調整の上、所要の手続きを実施して使用すること。使用に要した費用は請負者の負担

とする。 

(10） その他疑義が生じた場合は、監督官と調整の上実施するものとする。 

5 特記事項 

(1） 本作業に際し事前にエ程表を作成し、監督官と協議した後着エする。特に足場設置・撤去の作業日及び、 

設置場所は事前に監督官に通知すること。 

(2） 降雨又は降雷が予想される場合、下地の乾燥が不十分な場合、気温が著しく低下した場合、強風又は高湿

の場合、その他防水に悪影響を及ぼすおそれがある場合は施エを行わない。  

(3） 降雨等に対する養生方法は、下記による。 

降雨等のおそれがある日は、既存の防水層の撤去は行わない。 

1日の作業終了後は、原則として降雨等に対して漏水のないようにシート等の養生を行う。 

(4） 屋上等での作業の際には、関係法令に基づく適切な安全管理を行う。 

(5） 防水改修のエ法は下表による。 

屋上部 

既存エ法 改修時のエ法（Poxエ法） 

アスフアルト防水 

A-2 
下地：コンクリート 

ウレタン塗膜防水（遮熱塗料仕上げ） 

X- 1 絶縁エ法（平面部） 

X-2 密着エ法（立上り） 

iF庇部 

(6） 脱気筒の設置箇所については監督官と調整するのものとする。 

(7） 既存伸縮目地及び端部、接合部等についてはシーI)ング処置を施すこと。また、設置物の中で防水処置が施

されていないものに関しては、新たに防水処置を施すものとする。 

(8） ウレタン塗膜防水及びシート防水の保証期間は10年とし、製造者、施工者及び受注者の三者の連名による

保証書を監督官に提出する。 

(9） 屋上の階段室周辺の防水は、出入りの際に支障がないよう監督官と調整のうえ実施するものとする。 

6 提出書類 

(1） 着エ・完成届 

(2） 工程表（予定及び実施） 

(3） 材料搬入報告書（出荷証明書を含む） 

"） 作業写真 

着工前、各工程ごと施工中、完了後、隠ぺいとなる箇所、使用材料及び、監督官の指示する箇所等を撮影し、 

写真帳（A4）に整理うえ、提出すること。 

G） 発生材報告書、溌生材調書 

(6） 防水保証書 

※(1)-(3). (5）については事前に監督官から様式を示す。 
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屋上平面図 S=1/800 

庇部昇降用足場設置 
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健軍駐屯地配置図 s=1:x 
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既設屋根防水：アスファルト防水A-2、コンクリート下地 
既設目地、押え金物の撤去 

改修屋根防水：ウレタン塗膜防水（遮熱塗料仕上げ） 
平面部 x-1絶繰工法、立上り X-2密着工法 

目地撤去・改修、立上り部シーリング処置、改修用ドレン、脱気筒の設置（36箇所） 
改修数量：平面部 1119.叩ポー 

、 立上り部 106. 59n' ・ 
＼ 目地 1014・81m 

※①～⑩の凡例については、図面番号5/7-6/7に示す 
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既設構造物断面詳細図 
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n
J
 

価
  

》
 

 

'
 
 

1 280 伽 2700 30 
I 980  

09z 

a亡 ド I 』 剖 紅 房グ イラジ 昌r  二 レ―司 ノク／ に、~ ノノ／ レ jT '― 』一一 ノ ／ ' ，' 

⑤司階段室 s=V30 ⑤12階段室南側 s=V30 ⑥空調外機架台 S= 1/30 ⑦空調配管支持架台（伽打放し金叶仕上げ）S=1/30 
12, 760 910 r

h。
  ll760540 rP 叫 rP 9720 糾 、 既設押え金物十50  

品
e  

ロ
（
 

 
町「二フフ一三い O

中
 

質フて二二セコ U) ' L ー磁 Y U) ノ／ 
CL 留

  
。
寸
 
 ' 質ー蔭葬掌薫響師一 讐琴雫誓遣整讐芦ョ 目 多彩多勿 7d 肝柳k有オノ 竺’ョ凸里』コこノ =b(1 ／多／ 既設肪木／雁塁避玉壁亜」 Ilノ 、既設押え董物 II 既設防水／/ 

⑧空調配管架台 S= 1/30 ⑨屋上塔屋 S=1/50 ⑩消火用タンク基礎（4箇所）S= 1/30 ⑩開放式膨張タンク基礎 S=1/30 

5
2
0

伽
 

・

伽
1
1
 

 

. l1cp  

630 1380 , 
既設防水／ ゃ戸8二零 -I 

1 =50 El 一既設押え金物 H 『9 ,200 N 
目 ~ 嘗 

ロ一 

ドLl 房7 ‘ 一一乙ク／ ，乙乙ー」 国 ~ 既設押え董初 MbU 留 ~ー一コ， 
)
C
-
 

 

~ー り
 中m
 

 目 そ乙／ンン 3 叫塾，士‘ 
刊8L 彫勿ララ彰ク死2ラり影ク刀弓影z3グクタ勿ラ1ラ万iz 

二一一一一／ 
」 

園 一W
A
 

 
目 ~  

.  ／ノ z奪り協 ""W」ノ」、 壁亜凹丞／ 、、既故押え玉初 n =りu 
一， 二ー 【L 肝語畑テ令豊 II "I1 

⑩，⑩空調外機架台 S= 1/30 ⑩空調外機架台 S=1/30 ⑥空調配管架台 S=1/30 ⑩アンテナ用基礎（8 箇所） s=V30 凡例：回 

 一 
 

：リ 

1 5601 ,9 .400 叫 
生！~I瑠l~ 

,080820 1391 円 
930 

智 750 ,, 
鳶~山姦‘湯嘉／ ~ 宣冒 =50  め8 Z二ー一一ーZ三」」 一篇二匠乙一ーー一乙乙ン既設押え金物

8 

園 ~ 園 ~ N寸
 

昌
  '
N
 

」
 

m彩勿運設翌え金物悼旦 〕
【
》
  
盲 男励男勿 

月子静吐フk ＼肝費畑テ．.HSfl ニニ ，．‘ 肝語 I ラ‘LI七舶 影髪多豆勿zりラり象叫製mけ 罰 りラりりり勿勿り勿影 、、 皿“IH→ ~“皿“' ノノノノノ／ノノ／/Zノ乙乙ノ／ノ／ 、、、“■又IyJノ」、  

⑩アンテナ用支線基礎 (13箇所） S=1/30 凡例：Ii ⑩空調配管支持架台（82箇所） S= 1/30 

510 之2也 
」】I奉刊i., 一」上声益z 

FI 乙
 

園二ピ一ーー』 昌一  ー  ゆ rI 携；男み、、一 昨処,円二‘'IIーにn 」 ー  L一些2 

ミ 乳髭萩巌 #tfl1 IrvV 冒 
既設立上り防水撤去 凡例 : 多 

既設押え金物撤去 凡例：堕置 
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既設構造物改修要領 
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陸上自衛隊健軍駐屯地業務隊管理科 
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▽ 防水面 

ジャッキアップによる支持 

(1架台あたり2箇所支持） 

▽ 防水面 

既設配管支持アングルカッター入れ：H=165  
、 

保温材撤去―  × 

既設配管支持架台撤去ミも 

VP150新設 モルタル充填 

ゴムシート設置 

防水改修施工中 s=1Ix 

防水改修施工後 s=1α 

▽ 防水面 

s=1窪 
⑧く一→の防水側面詳細図 
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既設庇防水：シート防水、●シルミハ’柵下地 
既設シート防水、押え金物の撤去 
肝ン以製笠木の撤去 

改修庇防水：合成高分子系ト万”’トト防水 
S-F2 
励以製笠木再取り付け、押え金物新設 

改修‘撒去数量二40.86m  
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既設ステン以製笠木撒去、再取り付lナ／ 
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健軍154号建物屋根防水改修工事 

配管支持架台改修要領・ lF庇詳細図 

図面番号 

作成年月日 

件 7/7 

3.7.26 

陸上自衛隊健軍駐屯地業務隊管理科 

配管支持架台改修要領 

空調用配管架台については、下記要領にて改修を行うこと 

防水改修施工前 s=1窪 

ジャッキを2箇所設置し ジャッキのベース下も施エ 
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